








断層心エコー図の普及により、川崎病急性期に冠状動脈を経時的に観察することが可能と

なり、その一過性拡大が高頻度にみられることが明らかとなった。この一過性拡大は一般

的には良性と考えられている。我々は急性期にこれを示し、後に限局性冠状動脈狭窄を呈

した二症例を経験したので、一過性拡大後、正常冠状動脈を呈した症例との間で、急性期

の臨床像および検査所見を比較検討した。 


